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　嘉目真木子の〈エスポワール シリーズ〉最終章。全3回を通して唯一の

共演者となった名手北村朋幹とのコンビで、リートの最高峰、ドイツ・リート

に挑む。

　もともと嘉目は、本シリーズへの出演を提案した当初から、最終回に

ドイツ・リートのプログラムを歌うことを念頭に置いて全体の構成を考えて

きた。その内容は極めて知的かつ壮大だ。

   〈Vol.1―日本歌曲〉では、西洋音楽が流入した明治から現代までを辿り、

秘曲を丁寧に掘り起こしながら自身の感性に響く作品だけを丹念に綴り編み

上げた。〈Vol.2―その国に生きて〉では、最終回のドイツ・リートを意識

しながら、ドイツ以外の欧州8カ国のリートを1曲ずつ取り上げた。自身の足元

を振り返り地固めをし、ドイツ・リートの影響を受け与えた周辺国の歌曲を

辿りながら、嘉目はここまで最終回へ向けての地歩を着々と固め、備えてきた。

Vol.2では各国の言語をオンラインで指導を受けながら、「音楽と言葉」を

とことん追求し、北村とのリハーサル（常にディスカッションを兼ねる）を重ね、

それぞれの曲のキャラクターを見事に歌い分けた。嘉目の魅力の一つは、

日本の歌手としては稀な、こうした探究心の強さと貪欲な姿勢だ。過去

2回の公演では、ありとあらゆる作曲家や作品を調べ、自身の心に深く

響き、音楽的にも意味があると思った曲のみを厳選する作業を繰り返し、

そうしたことによって得られる効果と得難い経験を手にしてきた。こうして

独自の眼力を磨いてきた嘉目のドイツ・リート・プログラムはどんなもの

であろうか。

　幼少期、ドイツに暮らしていた嘉目にとって、ドイツ語は一番馴染み

深い外国語だろう。当初から歌うと決めていたツェムリンスキーとベルクの

美しい作品の数々。これらをもっと広く知ってもらいたいというのは彼女

の本能的欲求だったといえよう。そしてこの2人の間をつなぐかのような

世紀末ウィーンの作曲家の円環…、マーラー、シェーンベルクらの作品が

組み合わされている。微妙にして儚く、同時に限りない美しさを湛えた

これらの作品は、嘉目の、そして北村の感性にもっとも寄り添うものでも

ある。R.シュトラウスも多くの方がこのコンビで聴いてみたいと思う曲

だろう。

　このコンサートでは、これまでの2回以上に北村朋幹のピアノと感性が

彼女を刺激し、道を開いてくれると思われる。まさに彼にとっても大好きな

作曲家、作品が並んでいるに違いないし、彼のもっとも得意とする分野だと

言えるからだ。北村が、数々の出演歴で知り尽くしているトッパンホールで

これらの作品をどのように聴かせるかは、嘉目の歌同様に多くのお客さま

の注目の的であるに違いない。

　嘉目真木子の〈エスポワール〉最終章は、眼を離すことの出来ない注目

公演となる。
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